
第２回 北広島市外部評価委員会 会議録 

日時：平成１９年７月９日（月） 

午後１時 30 分～５時０0 分  

会場：役所本庁舎（２階）会議室  

 

■出 席 委 員：麻生敏子・天羽 浩・澤井將美・平山成信・村川 亘 

■事務局：市川部長・木下課長・佐藤課長・中畑主査・前野主査・小島主査 

 

 

１ 開会  

委員長の司会進行により開会。 

 

２ 委員長あいさつ  

 

３ 議事 

（１）事業担当部局からのヒアリング 

下記の順番で事務事業外部評価のためのヒアリングを実施した。13：30～16：00 

 

① 総務部総務課〔5-2 就職支援事業（新卒雇用対策事業）〕     ～13：57 

② 総務部情報推進課〔8-7 広報紙発行事業〕            ～14：18 

③ 市民部市民課〔12-8 ふれあい温泉事業（国保会計）〕       ～14：48 

④ 環境部環境課〔17-3 環境保全事業（各種環境測定、監視）〕 ～15：15 

⑤ 保健福祉部児童家庭課〔20-1 一時保育事業〕              ～15：46 

⑥   同上      〔20-9 児童センター運営事業〕       ～16：00 

 

（２）ヒアリング結果の協議について 

  冒頭、ヒアリングの外部評価判定などの集約方法について議論し、今回の６件を

5 人で分担したうえで各事業の評価を全員で話し合い、各自が分担事業の「今後の

方向性」をまとめ、事務局へ送付。事務局は文言を整理したものを各委員へ送付す

ることとした。 

 各事業の評価判定にいたる意見交換を別紙に記す。 

 

（３）評価対象事業の決定について 

20 事業を想定して各委員からの評価希望事業を集約し 19 事業としたが、協議の

結果、今年度の外部評価ではこの 19 事業を行うこととした。 

 

（４）その他 

      会議日程の調整：次々回の会議を、8 月 9 日（木）13：30 からとした。 

 

４ 閉 会 （17：00） 

 

＊傍聴人：０人

  



（別紙） 

外部評価の判定のための議論から 

 

①総務部総務課〔5-2 就職支援事業（新卒雇用対策事業）〕   ～13：57 

 

 （委員長）効率性・有効性の観点から、廃止すべきと考える。 

 （A 委員）同意見 

  ⇒外部評価委員会判定を「休・廃止」とする。 

   今後の方向性：委員長が記載 

 

 

②総務部情報推進課〔8-7 広報紙発行事業〕           ～14：18 

 

 （Ｄ委員）現実的に民間編集は難しいだろう。配送の協働は可能。町内会との連動は、可

能な地区はやればいいのではないか。 

 （C 委員）札幌では町内会の班長が配っている。 

  ＊この後、コスト面や配送スピード面などから町内会・自治会による広報配布を選択せ

ずにきた経過について、事務局が説明。 

 （B 委員）広告掲載の検討を。民間委託で経費削減が可能ならいいのではないか。 

 （委員長）広告掲載のメリットはあるが、積極的にやるかどうかだ。民間委託するにして

も、公の広報なのだから主導権は市でなければならない。 

  ⇒外部評価委員会判定を「見直し」とする。 

   今後の方向性：Ｄ委員が記載。特に民間委託、広告の取り入れに触れる。 

 

 

③市民部市民課〔12-8 ふれあい温泉事業（国保会計）〕      ～14：48 

 

 （A 委員）利用券の配布をもっと効率的にできるといいのだが。 

 （事務局）初めて竹山高原温泉へ行ったときにもらって使える。年齢・住所などは最初だ

け確認している。 

 （Ｄ委員）竹山自体、値上げしているようだが。 

 （事務局）竹山も厳しく市の支援を求めているときくが、国保の対策の範囲を越えるので、

逆に批判が出る可能性がある。 

  ⇒外部評価委員会判定を「見直し」とする。 

   今後の方向性：A 委員が記載。 

 

 

④環境部環境課〔17-3 環境保全事業（各種環境測定、監視）〕 ～15：15 

 

 （B 委員）ヒアリングの中で方向性が見えなかったので現状継続でいいと思うが、苦情に

対する迅速な対応が行政として必要だ。もう少し予算をかけて事業拡大（環境測定項

目などの増加）もできるといいが。 

 （委員長）北広島では特別環境問題がない。しいて言えば、においだろうか。 

  ⇒外部評価委員会判定を「現状継続」とする。 

   今後の方向性：B 委員が記載。悪臭対策について付記する。 

  



 

⑤保健福祉部児童家庭課〔20-1 一時保育事業〕            ～15：46 

 

 （C 委員）子育て支援という側面から必要性は高い。しかし、もっと地域的な広がりや民

間との協働があるといいと思う。 

 （事務局）大曲は認可外であり、西の里はこれからの設置。 

 （委員長）民間・公立の違いはともかく、ニーズはあることが分かった。 

  ⇒外部評価委員会判定を「現状継続」とする。 

   今後の方向性：C 委員が記載 

 

 

⑥保健福祉部児童家庭課〔20-9 児童センター運営事業〕    ～16：00 

 

 （委員長）法律で児童は 18 歳未満だが、実際の利用は小学生中心。利用者の底上げや利

用促進という面もあるが、民間でも公でもやっていける事業であり、公も実質的に民

間と近いやり方をしているので、中身の検討が必要。午前中の活用促進については、

利用者ニーズに沿うやり方を計画するべき。大曲と輪厚の役割分担もあるし、北広島

団地に作れという意見もある。 

 （事務局）理想的な計画としては各地区に作ることで進めていかなければいけない。団地

小学校の跡利用として、児童センター機能も考えたい。 

 （A 委員）児童センター利用者の半分が小学生なので、文科省と厚生省の学校で預かる制

度（放課後教室）が入れば、児童センターの意味がなくなるのでは。 

 （事務局）輪厚・大曲とも児童センターの利用は高く、ニーズも魅力もある。 

 （委員長）児童センターの場合は児童厚生員のキャラクターにもよる。 

 （事務局）児童センターは国の補助が出る施設なので、一つずつ増やしていくしかない。 

 （委員長）地区別にあればいいといったことも含め、まとめる。 

  ⇒外部評価委員会判定を「見直し」とする。 

   今後の方向性：委員長が記載 

 

 

  


